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エネルギー群縮約に伴う炉心計算の誤差を低減するため、高温ガス炉の炉心計算において用いる少数群断面

積の補正方法について検討を行った。高速群と熱群の中性子束の比であるスペクトルインデックスの関数と

して除去散乱断面積を補正することにより、高温工学試験研究炉(HTTR)の二次元全炉心非均質モデルにおい

て、実効増倍率と燃料コンパクト毎の相対出力分布の計算精度が向上することを確認した。 
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1. 緒言 高温ガス炉の炉心解析では、詳細群で単一燃料要素計算を実施することにより少数群断面積を作成

し、炉心計算を実施する。しかし、少数群断面積を作成する際に使用する単一体系の中性子スペクトルは炉

心体系の中性子スペクトルと異なるため、少数群での炉心計算結果は詳細群での炉心計算結果と比べて誤差

が大きくなることが分かっている[1]。本研究では、高温ガス炉におけるエネルギー群縮約誤差の低減を目的

として、スペクトルインデックス(SI)[2]を用いた少数群断面積の補正を検討する。 

2. 計算方法 まず、補正前の少数群計算の誤差を確認するため、少数群と詳細群で炉心計算を実施し、実効

増倍率と燃料コンパクト毎の相対核分裂出力分布の差異を比較する。次に、詳細群での炉心計算結果をもと

に、炉心の燃料/反射体/制御要素内の領域ごとに得られる SI と式(1)で定義される𝑖群の全除去散乱断面積

Σ𝑠,𝑟𝑒𝑚,𝑖を用いて、最小二乗法による多項式フィッテイングで SI から

Σ𝑠,𝑟𝑒𝑚,𝑖を算出するための近似式を導出する。続いて、補正前の少数群炉

心計算で得られる炉心要素内の領域ごとの SI を近似式に適用して

Σ𝑠,𝑟𝑒𝑚,𝑖の補正を行い、その補正係数を式(2)により求める。この補正係数

を散乱断面積に乗じ、補正した少数群断面積を用いて炉心計算を実施す

る。最後に、得られる実効増倍率および燃料コンパクトごとの相対核分

裂出力分布を参照解と比較することで、提案手法の有効性を検証する。 

3. 計算結果 高温工学試験研究炉(HTTR)の二次元全炉心非均質モデル(制御棒挿入体系)を対象とし、炉心計

算には MOC 計算コード GENESIS を使用した。参照解としては、詳細群(361 群)での炉心計算結果を使用し、

少数群を 9 群とした場合の検証を行った。炉心解析結果を表 1 に示す。差異は(9 群-361 群)/361 群で計算し

ている。表 1 から、補正を適用する前の少数群炉心計算では参照解との差異が大きくなること、SI と全除去

散乱断面積を用いた補正方法では、参照解との差異が小さくなることが確認された。本検討では、手法の検

証として詳細群での炉心計算結果を

用いたが、今後は詳細群での炉心計

算結果を使用せず少数群断面積を

補正する方法について検討する予

定である。 
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Σ𝑠,𝑟𝑒𝑚,𝑖
cor

Σ𝑠,𝑟𝑒𝑚,𝑖
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cor：補正後、no：補正前 

 

RMS Max Min

補正前 1.86 2.0 2.7 -8.3

補正後 -0.25 0.9 1.6 -2.7

エネル

ギー群数
条件

実効増倍率の

差異 [%]

燃料コンパクト毎の相対熱出力分布の

差異 [%]

9

表 1 補正の有無による詳細群解析結果と差異 
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